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言霊よもやま話　＜百味の飲食＞　其の一

かつて日本には、

「少名彦命」なる小さな医術の神がいた。
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　神代の昔、日本に「少名彦命」の

医術というものがあったと漢法医家

は語る。しかしその原理の伝統は長く

途絶えて今日知る人がない。ときに神

代のことを知る一法として神憑りや霊

媒の助けを借りる。神代に薬草園で

あった木曽の御嶽山の行者は、よく

神憑りで薬の処方を出してくれる。

　日本で断絶した薬の神「少名彦

神」の神法の一端が彼地に伝わっ

て発展したものが今日の漢法医学で

ある。漢法には鍼灸経絡の学と本草

薬餌の学と物理的化学的の両面が

ある。今日物質科学に基礎を置く西

洋医学がある意味で行き詰りを来た

し、その打解法として彼地の医家で

東洋医学を学ぶ者が多い。

　ところで今日我々神道家の研究に

よって神代における精神文明の基礎

学、人類の種智学、生命学である言

霊布斗麻邇の内景がようやく明らか

になって来た。この上に立って、同じく

人間の生命の肉体的方面を担当し

た「少名彦神」の医術を復元するこ

とが可能であるという曙光が見え始め

た。その第三文明の内容として最初

に現出するものは、恐らくは医学であ

る。言霊イの学である五十音布斗麻

邇と、胃（脾）の学である漢法医学の

綜合原理がすなわち「少名彦神」の

医学の復元であり、この復元の上

に近代西洋医学を摂取するとき、

第三文明の医学が成立する。

　第三文明には桜沢如一門下の

玄米菜食運動の人々が集って来る。

人間の病を癒す薬と肉体を保つ食

物とは同じものであって、その間に截

然たる区別があるわけではない。漢

薬の原理は直ちにいわゆる正食、健

康食の指針となるものである。ところ

が従来の食養研究家やその信者の

中にかえって健康を損ねたり、あまり

健康でない人が多いと批評されてい

る。これは色々な理由があるだろう。

第一にたとえば易経的な弁証法的

な対立する陰陽二個の要素だけを

取り上げた簡単な原理をもって複雑

微妙に変化する肉体と食物の関係

をすべて律しようとするところに無理が

存する。第二にその研究家自身の体

質の陰陽に適するように発見した主

観的な食餌法を対者の肉体の陰陽

を顧慮することなしに適用しようとする

ところに誤りがある。

　第三にその偏りのままを宗教団体

の形態をもって教えるとき、これを信じ

る者を食物嫌悪や食物恐怖症に陥

れる。この恐怖の心理が逆に内臓の

活動を阻害する。小鳥や獣が嬉 と々

して食べている果物を敢えて人間だ

けが忌避嫌悪しなくともよかろう。食

物はまず感謝し親しんで口にすべく、

「我等に日用の糧を今日も与へ給へ

かし」という主の祈りこそ食養法の第

一義である。この事を前提として、し

かる後食物の選択に誤りなきを工夫

することが文明である。また第四に、

食養研究家の多くが半面に食品販

売の営業に従事していることである。

このとき営利が第一の目的となって、

健康指導が販路拡張のための手段

に過ぎないという傾向が強い。

　健康食運動は現在一つのブーム

であって、これは明らかに文明の大き

な進歩であるのだが、その進歩の道

程において、指導者の主観に起因

する禍から脱却して、気の毒な犠牲

を生ぜしめないために、正しい食餌の

原理をいかに樹立したらよいか、この

とき改めて考えられることは、「少名彦

神」の医術薬餌法であって、その神

代の薬餌の基礎である言霊布斗麻

邇の上から、改めて人類の薬と食物

の原理原則を稽えて行かなければな

らない。（次号に続く）

和器なる書評

日本語を使わなくなったら、

日本人はいなくなり、日本は失われてしまう。

　黒川伊保子氏の本著を読んでいて、私の記憶の中

の、ある想いがフラッシュバックしてきた。たしか小学４年

ぐらいだったと思う。「自然を愛護する」というテーマで作

文の宿題が出たのだ。そのとき、「自然を愛護するなんて

おこがましい」という強烈な思いが、私の胸のうちに湧き

上がってきた。昨日のことのように、そのときの胸のざわつ

きを思い出した。そして、その原因がなんであったか、本著

を読んでいて合点がいったのである。

　第八章に、私の体験とほぼ同様な、「地球を守る」は

いかにも傲慢に聞こえるという、著者の見解が書かれてい

る。なるほど、そういうことだったのか。そのとき感じた身体

的、生理的な居心地の悪さは、日本語を話す日本語族

特有のものだったのだ。日本語を母国語として話す人

は、ほぼデフォルト値として、「自然」というものに「畏敬の

念」を持っているのだ。つまり当時小学４年だった私は、

「自然」の音を言語として聞く「日本人の脳」を当たり前

に持っていたのだった。母音言語を話す日本人として、

至極真っ当だったというわけだ。

　本文から以下の部分を引用する。“母音語の使い手

は、自然とも融和する。母音を言語脳で聞き取り、身体感

覚に結びつけている日本人は、母音と音響波形の似て

いる自然音もまた言語脳で聞き取っている。いわば自然

は、私たちの脳に“語りかけて”くるのである。当然、母音

の親密感を、自然音にも感じている。だから、私たちは、虫

の音を歌声のように聴き、木の葉がカサコソいう音に癒し

を感じ、さらさら流れる小川に弾むような喜びを感じる。自

然と融和し、対話しながら、私たちは生きてきたのだ。”

　母音は「自然発生音」であると著者はいう。母音のア

イウエオを発音しながら、それがどんな身体感覚をもたらす

か、是非とも自らで試してみてほしい。人は誰もが「あ」っ

と驚く。そのとき誰もが共通の、共感できる「あ」の母音体

感をしているはずである。「母音語」である日本語は、母

音主体であるがゆえに、この普遍的な共通の感覚、著

者が再三述べている「融和」の感覚を生みやすい。そし

て、それというのも、何千年も続く豊かな自然を持つ日本

の風土だからこそ培われたものだと述べている。

「環境は言語を作り、言語は人を作る」のである。そして、

多くの日本人が大なり小なり体験しているこれらの感覚

「母音語感」に精通した黒川氏は、この感覚の由来こそ

を美しいといい、「日本語を使わなくなったら、日本人はいな

くなり、日本は失われてしまう」と警鐘を鳴らしているのだ。

「言葉」と「感性」を熟知した人工知能（AI）開発の

研究者であり、母であり、そして生粋の日本人だから見え

たという地平があったのだろうと思う。

さて、著者が用いる言葉は、どれも小気味良く、よく選び

出されているのだが、最後にこの一文を引用したいと思う。

“ことばの発音体験とその実体のイメージが合致している

と気持ちがいい。”

“ことばの象と実態の事象とが合致する言語こそ美しい。”

心にピッタリくる言葉が見つけられたら、なんだかとても

癒されるという経験を、実際、私たちはよくしている。たくさ

んの日本語の中から、その通りの言葉で表現すると、無

意識に昇華できるということを既に知っている。潜在脳に

しっかり結ばれた言葉の象を呼び起こし、無名だったモ

ヤモヤした感情に名前を付け客観視することによって、自

らをすっきりさせているのである。これは、古事記のいうとこ

ろの、宇宙剖判、開闢となんとも似ている。私たち日本人

は、母音語を使うことで、常に宇宙を創造しているという

按配である。

日本人＝日本語であるという言霊学の立場からも、伯

家神道の立場からも、日本語の体感を語る黒川氏の研

究は興味深く、どうやら似ているものを扱っているようだ。

今後の黒川氏に是非とも期待したい。
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日本語は
なぜ美しいのか
黒川伊保子/著
＜著者略歴＞
1959年生まれ、栃木県出身。奈
良女子大学理学部物理学科卒。
コンピューターメーカーで人工
知能開発に携わり、脳と言葉を
研究。（株）感性リサーチ代表取
締役。著書に「怪獣の名はなぜ
ガギグゲゴなのか」など多数。
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